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新たな結核菌受容体を介する生体防御機構の解明と宿主の
免疫賦活に向けた新戦略
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結核は、世界人口の約1/3が感染している世界
三大感染症の一つである。我が国は先進国の中
でも罹患率が高く、多剤耐性結核の出現に起因
する「結核の再燃」は深刻な社会問題である。
現在のBCGワクチンは成人に対する有効性が
疑問視されており、従来の結核対策を超えた新し
いアプローチに対する要請が高まっている。

新たな結核菌受容体の発見
50年以上不明であった結核菌の免疫賦活成分

「コードファクター」の受容体、Mincle、MCLを
世界で初めて同定した（Immunity, 2013）。

新たな結核菌受容体の立体構造の解明
新たに見出した結核菌受容体（ヒト由来）の立体構造を初めて明らかにした。受容体により効率よく結
合する新規アジュバントを理論的に予測、デザインすることが可能となった（PNAS, 2013）。

新たなアジュバント物質の発見
新たに見出した結核菌受容体に結合する、コード
ファクターよりも強力な新規物質を同定した。新規
アジュバントとして 期 待される（Cell Host 
Microbe 2013）。

結核菌を認識する宿主側の受容体に関しては
未だに不明な点が多い。新たに発見した複数の
結核菌受容体による結核菌認識・応答の分子
機構を解析することにより、宿主の結核菌に対す
る新たな免疫賦活メカニズムを明らかにし、新た
なワクチンアジュバントの開発を目指す。
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患者の種類や病状に応じて望ましい免疫応
答のみを選択的に誘導する「カスタムメイドア
ジュバント」の創成が期待される。結核のみ
ならず他の感染症や、がんワクチン開発への

応用が可能である。こうした新規ワクチンの
開発は、国内のみならず、とりわけ結核が深
刻な開発途上国への国際貢献が大いに期
待される。
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